
  
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

余 白 の 時 間 

                           西東京市立けやき小学校 

                              校長 五十嵐 誠一 

 

 最近、「子どもたちの生活に『余白の時間』はある

のか？」と言うことがとても気になっています。「余

白の時間」とは文字通り、やらねばならないことを除

いた時間、つまり余りの時間のことです。 

  学校で過ごす時間を含めて現代の子どもたちはか

なり過密な生活時間を過ごしています。短い放課後の

時間にスポーツや勉強のためのスクールに通う子ど

もは少なくありません。さらに現代ではゲームや SNS

のように「残りの時間を埋めてしまうための道具」が

いくらでも手に入るようになってしまいました。こう

して子どもたちの生活には「余白の時間」が無くなっ

てしまっているように思います。 

 

 余白の時間が無いことは一見すると充実した時間

の使い方のように見えます。しかし、本当にそうでし

ょうか？私は子どもの生活に余白の時間が無いこと

は非常に憂うべきことであると考えています。理由は

二つあります。一つは子どもが自分で考えて行動する

経験を積めなくなってしまうことです。二つ目は子ど

もが自分の可能性を広げるチャンスを失ってしまう

ことです。 

 

 赤ちゃんが成長するにつれて周囲にあるものに対

して自分なりに働きかけて遊びを見いだしていくよ

うに、子どもは本来自ら考え、行動することによって

楽しみを見いだし、新しい発見をする力をもっていま

す。 

 私は毎年ボーイスカウトの子どもたちと所沢にあ

る雑木林に行きます。そこでの活動ではあえて大人が

何も指示をしない時間を作っています。この雑木林は

本当に何の施設も設備も無いところです。しかし、子

どもたちはそんな場所でも自分たちなりの楽しみを

みつけ出し、放っておくと何時までも飽きることなく

遊んでいます。大人から見れば何がおもしろいのかさ

っぱり分からないような遊びですが、子どもたちにと

っては大人が準備した活動よりも楽しい時間になっ

ていることも多いようです。 

 

 私たち大人は「子どもが退屈してしまうのではない

か？」とか「子どもにとって有意義な時間の過ごし方

を与えてやることが大切だ。」と考えがちです。そし

て、必要以上に先回りして子どもたちの時間を埋めて

しまっているのではないでしょうか。見方を変えると

「大人は子どもが余白の時間をもつことを恐れてい

る」と言えるのかもしれません。 

 

 かのニュートンはペストの大流行によって大学の

あったロンドンを離れ、故郷の田舎町で２年近く過ご

します。あり余る時間の中で彼はそれまでの世界のあ

り方を変えてしまうような偉大な理論の数々を生み

出します。そして後にこの２年間は「創造的な休暇」

と呼ばれることになります。 

 それほどのことではないにしろ、子どもたちにとっ

て「余白の時間」は大きな価値をもつものです。しか

し、現代ではそれは大人が意図して与えなければいけ

ないものになっているように思います。 

  

 まもなく始まる夏休みの一日、あえて何も与えな

い、何のイベントもない「余白の日」を作ってみるの

はいかがでしょうか。そこで子どもたちは何を始める

のでしょう？それを見守ってみるのもおもしろいか

もしれません。 

令和６年６月２８日 
西東京市立けやき小学校 

 

 
 
 
 
 
 

e‐mail e-keyaki@nishitokyo.ed.jp 
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第１回けやきテストの結果について  ＜５月１３日～１７日実施＞ 

本校では毎年、２年生から６年生までを対象に、前年度の算数の学習内容が定着しているかを確認する

「けやきテスト」を行っています。このテストは、東京都教育委員会作成の「東京ベーシック・ドリル」を

活用しています。このテストの結果を活用し、前年度の内容で身に付いていること・理解が十分でないこと

等を把握させ、不十分な部分は繰り返し指導したり復習を促したりしていきます。第１回を５月中旬に実施

し返却いたしましたので、ご家庭でもご確認いただきますようお願いいたします。 

結果の傾向として、「式に表す」や「図形」に関する問題の正答率が低くなっています。一方で、「整数・

少数・分数」「たし算・引き算・かけ算・わり算」などの数に関する問題の正答率は高い傾向にあります。 

第２回は、同じ問題で１１月に行われる予定です。タブレットからも練習することができますので、夏休

みの学習などにも活用してみてはいかがでしょうか。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２年生 

３年生 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６年生 

５年生 

４年生 



1 (月) 安全指導 17 (水)

全校朝会
2年とうもろこし皮むき体験
全学年4時間授業　13：10下校
個人面談⑤

2 (火)
１～４年　14:15下校
委員会活動　5･6年　15：05下校
　　　　　　　　　　　　ＳＣ

18 (木)
着衣泳５年　大掃除
けやき相談会　給食終
全学年４時間授業　13：10下校

3 (水)
全校朝会　3年シチズン出前授業
三中職場体験

19 (金)
終業式
全学年４時間授業　12：25下校

4 (木)
5年まちなか先生
三中職場体験

20 (土)

5 (金)
避難訓練
学校評価アンケート始

21 (日)

6 (土) 22 (月)
夏季休業日始
卒業生アルバム配布

7 (日)

8 (月) 30 (金) オンラインドリル8:30(3～6年)

9 (火) ＳＣ

10 (水)
全校朝会　全学年4時間授業13：
10下校
個人面談①

2 (月)

始業式　給食始　スタートアップ期間①
全学年4時間　13：10下校
安全指導　健康週間始
1・2年保護者会14-15時

11 (木)
全学年4時間授業　13：10下校
個人面談②

3 (火)
スタートアップ期間②　全学年４時間
13：10下校　6年発育測定　3・4年保護
者会14-15時　　　　　　　　　　　　ＳＣ

12 (金)

2年とうもろこし皮むき体験
全学年4時間授業　13：10下校
個人面談③
けやき教室１学期最終日
学校評価アンケート終

4 (水)

全校朝会　スタートアップ期間③　全学
年４時間　13：10下校
5年発育測定　5・6年雅楽特別授業
5・6年保護者会14-15時

13 (土) 5 (木)
スタートアップ期間④　全学年４時間
13：10下校　4年発育測定（行0.5）
オンラインドリル14:00(1･2年)

14 (日) 6 (金)
スタートアップ期間⑤　全学年４時間
13：10下校　3年発育測定
健康週間終

15 (月) 海の日

16 (火)
全学年4時間授業　13：10下校
個人面談④　　　　　　ＳＣ

７月

ＳＣ：スクールカウンセラーの来校日
直通電話番号　：　468-7392

（９月）

（８月）

 

 

 

 登校時間 8 時 15 分～8 時 25 分  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１回教育アンケートのお願い  ＜７月５日（金）～７月１２日（金）＞ 

今年度１回目の本校の主な取組に関するアンケートを行います。メール配信システム「すぐーる」

で接続先をお知らせし、グーグルフォームにて実施します。結果につきましては分析・検討し、今後

の教育活動に生かしてまいります。回答は、一家庭一回とさせていただきます。用紙での回答もでき

ますので、ご希望の方は期間内に担任までご連絡ください。 

＜設問に回答する際の評価の基準＞ ４…よく当てはまる  ３…概ね当てはまる  ２…どちらか

というと当てはまらない  １…当てはまらない  ＊…よく分からない 

７月の生活目標  

  身のまわりの整理整頓をしよう 


